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第1章　 緒 言

尿「ケ トエ ノール物質」(以下尿「K. E. S」 と

略 記 する」)の 計量は健康な老 若 成 人,(平

本),諸 種の患者,(西 井,平 本,原 田,清

水)及 び疲勞,(濱 崎,松 本,原 田,二 宮,等)

の場合に就 て多数 の輝 か しい研 究成績がある

が 未だ乳幼 兒に就て之 を行つた者が ない.乳

幼 兒は乳 汁が プ リン体含有量 に乏 しい こ と,

榮 養法に一定 の変遷 の存することで成 人とは

違 つた 「K. E. S」代謝像 が認 められぬば な ら

な い.濱 崎敎 授 は さきに乳 兒 の 尿 「K. E. S」

は成人に比 し著 しく少い ことの み記 した.私

は今回正常分娩後完全母乳榮養兒の成長各

期,即 ち母乳榮養期,離 乳期,及 び完全離乳

後の各期に就て本実驗を行ひ得たのでここに

報告する.

第2章　 實驗材料及び實驗方法

1) 實驗材料

実驗材料と しては正常分娩後完全母乳榮養

の一男兒の成長各期,即 ち生後3～4箇 月の

間の母乳のみにょる榮養期(第1期)生 後7

～8箇 月の母乳榮養に人工食を加 へた離乳初

期(第2期)及 び生後13箇 月 後の母乳 を完全

に廢 し人工食のみ となつた人工榮養 期(第3

期)の3期 に分 けて檢査 を行つた.採 尿は各

期 に於て1週 間1日3回 自然的に排 尿 された

もの を材料 とした.採 尿時間は第1尿 を午前

6時 か ら8時 頃の間,第2尿 を同 じ く午前11

時かち午後1時 頃の間,第3尿 は午後4時 か

ら午後6時 頃の間に於て採尿 して30分 以 内

に実驗を行つた成績である.試 藥は濱崎氏試

藥 を改良 した山川氏試藥を用ひた.
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2) 實驗方法

実驗方法 は前報家 兎尿に就て行つたの と全

く同一の方法であつて採 取 した尿 を2倍, 4

倍, 6倍, 8倍, 12倍, 16倍, 24倍, 32倍,

と稀 釋液 を作 り,村 田反應 用の細 試驗管 を用

ひて 尿重積 を行 ひ,判 定法 も規定通 りに行つ

た.但 し2倍 稀 釋液 に就て尚陰性 と判定 した

もの は原尿に就 て実驗 を行つた.毎 回尿蛋白

を檢 したが1回 も之 を認 めなかつた.

第3章　 實驗成績

実驗 に当つて第1期 に於 ては採尿不可能 で

あつた ものは実 驗第3日 の第1尿,及 び第3

尿,実 驗第5日 の第1尿 の3回 で,第2期 に

於て は実驗第1日 の第1尿,実 驗第3日 の第

1尿,及 び実驗 第7日 の第3尿 の3回 であ り,

又第3期 に於ては実驗第5日 の第1尿,実 驗

第7日 の第1尿 の2回 であつた.尚 尿量過 少

のた め尿比重測定不能 であつ た もの も表の如

く第1期 に於て2回,第2期 に5回,第3期

に3回 あつ た.尿 に就ては採 尿時の尿め肉眼

的所 見,蛋 白の檢査(ズ ル フォサ リチル酸反

應 に よる.但 し蛋白 を含有す るものは1例 も

なかつた)比 重測定,採 尿時の体温,実 驗時

室温,及 び実驗示差點数 を測定 して成績は次

表の如 くであ る.

第4章　 總 括
比 重 と示差 点 との関係(第 一図)

実 驗成績 に よる と第1期 に於ては示差 點は

1～6點 の間 にあ り,更 に細則 すると總実驗

数18回 中1點5回, 2點7回, 4點5回, 6

點1回 であつ た.之 の 平均は2.5點 で あ つ

た.第2期 に於ては示差點 は1～6點 の間 に

あ り,之 を細則 す ると実驗 回 数18回 中1點

6回, 2點6回, 4點4回,6點2回 と な り,

平均 は2.6點 であつた.第3期 に於 ては示差

點数2～8點 の間にあ り,之 を細則 する と実

驗 回数19回 中2點1回, 4點7回, 6點9回,

 8點2回 とな り,平 均 は5.3點 で あつた.此

の成績 よ り見 るに第1期 及び第2期 は1～6

點 の間にあつ て示差點数 の著 しい変動 は見 ら

れ ないが,第3期 になれ ば示差點数は明かに

増 し主と して4～6點 の間 を移動 す る事が分

る.濱 崎敎 授 の研究 に よると成人の健康時朝

尿 は4～8點 の間にあ るが本実驗の結果 と比

較 する と第1期 及び第2期 に於ては示差點数

著 しく小で あつて,第3期 に至つて始 めて成

人のそれに近付 く事が分か る.即 ち尿 中に排

泄 され る尿 「K. E. S」の量は母乳 のみ の 榮 養

期 及び母乳 を主 と し人工食 を補 充す る離乳期

には甚だ少いが,人 工食 を主食 とす るに至つ

て尿 「K. E. S」の量が急 に增 加する もの と 思

はれ る.勿 論乳兒期 には排尿 回数比較 的に多

く尿稀薄 な爲前記結果 を得 る事 も考 へられ る

が,純 人工食になるに及んで急速 に增量 する

事 は明かに食餌及び成育 に よる変化 と考へ ら

れ 「K. E. S」代謝の乳幼兒発 育に對す る意 義

を示唆 する ものであ る.因 に乳汁 中には プ リ

ン体 を含有 すること甚だ 少量で ある事は周知

の事実 である.又 濱崎敎 授 に よる と弱陽性 に

現 はれた尿は そ の10cc中 に 約0.0012ccの

尿 「K. E. S」を含有す るか ら第1期 には 尿10

中に0.0012～0.0072cc,第2期 には同 じく

0.0012～0.0072cc,第3期 に は0.0024～

0.0096ccの 間に於 て大体移動 す る釋である.

次に尿比 重 と示差點数の関係に就 て見れ ば第

1圖 の樣に平均すると各期共低比重より高比

重になるに從つて示差點数は增加する樣であ

るが比重1006の 時に破格が認 められ る.此

の事実 は山川の研 究に よる健康人の尿 「K. E.

 S」の量 は一般 的に尿比重の大 なるに從 つ て

増 すといふ結果 と大体 一致 する.併 し之は飽
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く迄概括 的の結論であつて個 々の場合に就て

仔細 に觀察す ると表示の樣 に可成 り多数の破

格例が ある.殊 に第1期 及び第2期 の目立つ

て居 る.尿 酸梗 塞の発現期か ら判斷 すると生

後3週 以内の乳 兒は 「K. E. S」代謝が著 し く

不安定 であろ うと思はれるが此の状態は生後

尚数 ケ月は續 き1箇 年 を過 ぎる.と漸次 安定 す

る もの と考 へ られ る.次 に採尿時体温 と示差

點数 との関係 を見 るに本実驗では健康時体温

の変 動範圍内の実驗であ るか ら有意義 な結論

は出 ないが,興 味 あ る 事 は 第1期 に 於 て

37.0℃ と示 した唯一の体温時に唯 一 の6點

を示 し,第2期 に於て も37.0℃ を示 した 体

温 最高の2例 に於て6點 の最高點数 を示 して

居 る事であ る.高 見の研 究に よると急性傳染

病の病初の高熱時 には尿 「K. E. S」は增 量 す

るが,勿 論本実驗 は他覺的 に健康な時期 に行

つた ものであ り,又 その体温 も正常時 の変動

範圍 に於 け る比較的高熱 と云 ふに過 ぎな いの

で 高見の研究 と比較 する由 もないが,体 温の

上 昇 に從つて体新陳代謝 の盛ん とな る爲では

ないか と考 えるのが至当であ らう.

第5章　 結 論

1) 乳幼兒尿 の 「K. E. S」量 は成人に比 し

て著 して少 く,殊 に母乳期 に最 も少 く,(平

均2.5點),次 に母乳 人工榮養期(離 乳 移行

期)は(平 均2.6點)で あつて,離 乳後 は急

速 に增 量 して(平 均5.3點)成 人の價 に接近

す る.

2) 之は乳汁は ブ リン体 の含量が著 しく少

い ことと乳 兒め成育 に伴ふ一般代謝亢進が主

な原因 と考 へ られ る.

3) 乳幼兒尿の 「ケ トエ ノール物質 」量 は

当該 尿の示す比 重 と稍 密接 な関係が あるが成

人の場合 に比 し破格例が多い.

4) 此の事実 は乳幼兒の 「ケ トエ ノール物

質 」代謝の不安定 を物語 るもので成長するに

從つて漸次安定 する.

5)乳 幼兒の尿 「ケ トエ ノール物質 」は体

温の変 動 に関 して著 しく敏感の樣であつて平

熱範 圍内で0.5℃ の相違が既 に成 績 に 現 は

れ る.

擱筆す るに当 り終始御親切な御指導御校閲を賜

つた恩 師濱崎敎 授 に深甚 の謝意 を捧 げ る.
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